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貯蔵所に7年分の食料
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日独防共協定成立
日独防共協定にイタリアが参加
国家総動員法公布
ドイツ車がポーランドに侵攻、

第2次世界大戦勃発
日独伊三国同盟締結

独ソ開戦（シベリア経由の日独
陸上連絡路が途絶）
日本がハワイ・真珠湾を攻撃、

1936年11月

37年11月

38年4月

39年9月

40年9月

41年6月

12月

太平洋戦争開戦（日独の海上輸
送連絡が困難になり、ドイツは
潜水艦による物資輸送を提案）

42年1月　日独伊軍事協定を締結

6月　日本がミッドウェー海戦で主力

空母失う
43年2月　日本軍、ガダルカナル島の撤退

開始
ヒトラー総統が新鋭潜水艦を日
本譲渡へ

9月　イタリアが無条件降伏
44年11月　マリアナ基地のB29爆撃機が東

京を初空襲（阪神間など工業都
市への爆撃が激化）

45年5月　ドイツ車が無条件降伏（7日）

8月　広島・長崎に原爆投下、天皇が戦

争終結の詔書を放送（玉音放送）
連合国軍総司令部を横浜に設置

2
0
0
新
潜
航
日
本
人
仰
天

固　1942年10月、第10潜水

艦
隊
の
U
5
1
1
号
に
配
属
、
フ

ラ
ン
ス
の
ロ
リ
ア
ン
海
軍
基
地
へ

派
遣
さ
れ
る
。
英
米
軍
の
反
撃
開

始
を
遅
ら
せ
る
た
め
、
大
西
洋
で

補
給
を
妨
害
す
る
「
狩
猟
作
戦
」
を

行
う
。
4
3
年
3
月
、
帰
港
。
次
の

作
戦
行
動
の
準
備
が
始
ま
っ
た
。

便
乗
者
は
ド
イ
ツ
駐
在
の
日
本

人
で
、
日
本
へ
の
出
航
を
初
め
て

知
っ
た
。
同
年
5
月
1
0
日
、
ロ
リ

ア
ン
を
出
港
。
1
隻
で
航
行
す
る

商
船
へ
の
破
壊
活
動
は
で
き
る

が
、
護
衛
船
団
へ
の
攻
撃
は
し
な

い
よ
う
命
令
が
出
さ
れ
る
。

イ
ン
ド
洋
に
入
っ
て
8
千
ト
ン
級

の
商
船
を
攻
撃
、
さ
ら
に
イ
ン
ド

近
海
で
別
の
商
船
を
夜
間
攻
馨
す

る
。
6
8
日
間
の
航
海
の
末
、
（
マ

レ
ー
半
島
の
）
ペ
ナ
ン
に
到
着
。

便
乗
者
は
下
り
、
飛
行
機
で
日
本

へ
飛
ぶ
。
桟
橋
で
日
独
共
催
の
歓

迎
会
が
開
か
れ
た
。

1
週
間
滞
在
し
、
修
理
を
終
え

て
日
本
を
め
ざ
す
。
軍
港
・
呉
に

到
着
す
る
と
、
積
み
荷
の
水
銀
が

降
ろ
さ
れ
、
日
本
人
の
手
で
潜
水

艦
が
整
備
さ
れ
た
。
通
訳
と
と
も

に
大
竹
（
現
・
大
竹
市
）
を
訪
問

す
る
。
海
軍
潜
水
学
校
が
あ
り
、

（
ド
イ
ツ
か
ら
日
本
に
譲
渡
さ
れ

た
）
U
5
1
1
を
引
き
継
ぐ
乗
組

員
が
待
っ
て
い
た
。
経
験
年
数
8

～
1
2
年
の
ベ
ス
ト
メ
ン
バ
ー
で
、

昼
夜
、
習
得
に
励
ん
だ
。

操
艦
、
漕
艇
の
訓
練
で
は
何
度

も
は
ら
は
ら
さ
せ
ら
れ
た
。
ド
イ

ツ
人
が
U
ポ
ー
ト
を
水
深
2
0
0

癌
ま
で
潜
航
さ
せ
る
と
、
日
本
人

は
仰
天
し
た
。
日
本
の
潜
水
艦
は

そ
こ
ま
で
深
く
漕
艇
で
き
な
か
っ

た
。
▲（

4
3
年
9
月
1
6
日
に
呉
港
で
）

盛
大
な
譲
演
武
が
催
さ
れ
た
。

（
艦
の
）
ド
イ
ツ
国
旗
が
降
ろ
さ

れ
、
日
の
丸
が
掲
揚
さ
れ
た
。
海

軍
の
招
待
を
受
け
汽
車
で
箱
根

へ
。
休
暇
を
過
ご
し
、
東
京
や
京

都
に
も
遷
出
し
た
。
ま
も
な
く
神

戸
に
移
動
し
、
（
同
1
0
月
初
め
）

輸
送
船
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
向
か

った。イ
タ
リ
ア
か
ら
接
収
し
た
3
隻

r
V
凋
鴫
↓
′
血
Ⅲ
子
中
　
　
T
－
、
〝
L
r
t
－
－
〝
．
毒
フ
糸
占
与

の
ほ
か
巡
洋
艦
の
乗
組
員
ら
が
加

わ
っ
て
、
新
た
に
3
組
に
編
成
さ

れ
た
。
潜
水
艦
は
輸
送
用
で
、
う

ち
1
隻
（
U
エ
7
2
3
号
）
は
連
合

国
側
の
魚
雷
で
沈
没
。
乗
り
込
ん

だ
潜
水
艦
「
U
ェ
7
2
5
号
」
は

（
軍
需
物
資
を
積
ん
で
）
ド
イ
ツ

へ
向
か
っ
た
が
、
エ
ン
ジ
ン
の
ピ

ス
ト
ン
が
故
障
し
、
ジ
ャ
ワ
島
の

ス
ラ
バ
ヤ
で
修
理
を
受
け
た
。
そ

の
後
、
神
戸
の
造
船
所
で
修
理
を

続
け
た
。

4
5
年
5
月
、
ド
イ
ツ
が
降
伏
。

兵
士
の
た
め
に
、
日
本
は
神
戸
と

大
阪
の
中
間
、
標
高
千
㍍
近
い
場

所
に
二
つ
の
ホ
テ
ル
を
用
意
し
て

く
れ
た
。
（
六
甲
山
の
）
ド
イ
ツ

の
食
料
貯
蔵
所
に
は
肉
や
ソ
ー
セ

ー
ジ
の
缶
詰
な
ど
7
年
間
分
の
蓄

え
が
あ
っ
た
。

米
軍
機
は
焼
夷
弾
で
海
沿
い
の

町
（
阪
神
地
区
）
を
爆
撃
す
る
。

毎
日
、
空
襲
警
報
が
聞
こ
え
る
。

そ
れ
で
も
日
本
は
戦
争
を
継
続
し

た
の
で
、
米
軍
は
広
島
（
と
長

．
即
ヽ
　
l
u
ヽ
脈
〓
〃
「
二
“
，
誰
力
－
．
〃
H
J
O
イ
“
ふ
J
L
－
　
　
　
ノ
ラ
一
導
蜜

の
民
間
人
が
死
亡
し
た
。
4
8
年
だ

っ
た
い
ま
（
執
筆
時
の
9
3
年
時

点
）
で
も
死
ぬ
人
が
い
る
。

日
本
が
降
伏
し
、
8
人
の
米
兵

が
六
甲
山
の
宿
泊
施
設
の
監
視
に

き
た
。
毎
朝
、
点
呼
が
あ
っ
た
。

初
め
は
捕
虜
扱
い
だ
っ
た
が
、
そ

の
う
ち
に
抑
留
だ
と
い
わ
れ
る
。

4
7
年
2
月
、
民
間
人
と
元
海
軍
兵

士
ら
（
約
1
2
0
0
人
）
が
横
浜
の

米
軍
仮
収
容
施
設
に
移
さ
れ
た
。

米
軍
の
輸
送
船
で
（
ド
イ
ツ
北

部
の
港
町
）
プ
レ
ー
マ
ー
ハ
ー
フ

エ
ン
に
到
着
。
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル

ト
近
郊
の
収
容
施
設
に
入
れ
ら
れ

た
。
3
千
人
余
り
の
ナ
チ
ス
親
衛

隊
員
が
監
禁
さ
れ
て
い
た
。
尋
問

を
更
に
だ
が
、
2
日
後
に
は
釈
放

証
明
書
と
汽
車
の
切
符
が
涯
さ
れ

た。
4
7
年
3
月
2
3
日
、
4
年
ぶ
り
に

帰
宅
し
た
。

（
U
5
1
1
号
で
日
本
に
回
航
し
た

ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
キ
ユ
ル
ピ
ッ
ク
さ
ん

の
体
験
記
か
ら
）

蕊
÷
瑳
∴
惹

賞
辞

，
魚
や
よ
，
ビ
イ
笑
ノ
リ
子
や
全
霊

翌
日
古
壷
当
で
ヤ
シ
1
．

－
控
訴
醇
盈
砕
努
夕
枝
番
俵
ネ
ル

青
草
∴
：
a

期
帰
兼
萩
競
軟
）

㊤
日
本
で
撮
影
さ
れ
た
日
独
兵
士
の
交
流
の
様
子
。
手

前
左
端
で
い
す
に
座
っ
て
い
る
の
が
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
・

キ
ユ
ル
ピ
ッ
ク
さ
ん
　
e
「
健
康
診
断
ノ
結
果
伝
染
病

ノ
疑
（
い
）
ナ
ク
健
康
体
二
ア
ル
コ
ト
ラ
証
明
ス
」
な

ど
と
書
か
れ
た
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
さ
ん
の
健
康
証
明
書
。

住
所
は
「
六
甲
キ
ャ
ン
プ
」
と
な
っ
て
い
る
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艦長はジャワ海で戦死
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元
乗
組
員
2
6
人
は
生
還

固　ドイツ潜水艦「U511

号
」
の
元
乗
組
員
の
詳
細
な
リ
ス

ト
が
あ
る
。
戦
時
下
の
日
本
に
滞

在
し
た
海
軍
兵
士
ら
の
集
い
「
ニ

ッ
ポ
ン
・
ク
ル
ー
」
の
世
話
役
だ

っ
た
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
オ
ス
ヌ
ー

フ
ェ
ル
ト
さ
ん
ノ
（
故
人
）
が
仲
間

か
ら
聞
き
取
り
繭
査
し
、
1
9
9

7
年
に
作
成
し
た
。

リ
ス
ト
に
よ
る
と
、
U
5
1
1

の
元
乗
組
員
4
7
人
の
う
ち
戦
死
1
6

人
、
病
死
1
人
。
生
き
残
っ
て
4
5

年
5
月
の
ド
イ
ツ
敗
戦
時
に
日

本
に
い
た
の
は
2
6
人
で
、
4
7
年
に

米
軍
輸
送
船
で
帰
国
し
た
と
い

う。
U
5
1
1
を
日
本
側
に
譲
渡
し

た
4
3
年
秋
、
乗
組
員
は
輸
送
船
で

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
移
動
し
た
。
イ

ヌ
リ
ア
敗
戦
に
伴
っ
て
日
本
が
接

収
し
、
ド
イ
ツ
に
譲
涯
し
た
イ
タ

リ
ア
潜
水
艦
3
隻
（
U
エ
T
2
3

号
、
2
4
号
、
2
5
号
）
や
ド
イ
ツ
潜

水
艦
「
U
1
8
3
号
」
に
分
散
。

東
南
ア
ジ
ア
か
ら
軍
軍
物
資
を
ド

イ
ツ
へ
輸
送
す
る
作
戦
な
ど
に
あ

た
っ
た
。

フ
リ
ッ
ツ
・
シ
ュ
え
ー
ヴ
ィ
ン

ト
艦
長
は
U
1
8
3
の
艦
長
に
競

い
だ
が
、
4
5
年
4
月
下
旬
に
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
方
面
の
ジ
ャ
ワ
海
で
米

軍
の
攻
撃
を
受
け
て
沈
没
し
、
戦

死
し
た
。
U
工
7
2
3
も
マ
ラ
ッ
カ

海
峡
付
近
で
撃
沈
さ
れ
、
U
5
1

1
の
元
乗
組
員
1
2
人
が
亡
く
な
っ

た。－
シ
ュ
え
ー
ヴ
イ
ン
ト
艦
長
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
育
ち
の
経
歴
が
配
慮

さ
れ
、
2
6
歳
の
若
さ
で
極
秘
の
日

本
回
航
を
任
さ
れ
た
ら
し
い
。
父

の
パ
ウ
ル
さ
ん
（
故
人
）
は
ス
マ

ト
ラ
の
ド
イ
ツ
領
事
を
務
め
た

後
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
ド
イ
ツ
軍

関
係
の
物
資
購
入
の
責
任
者
に
な

∴
予
告
汚
議

員
　
ら
6

バ
ン

っ
た
。
パ
ウ
ル
さ
ん
の
妻
子
は
当

時
、
重
昂
在
住
だ
っ
た
。

U
ェ
7
2
5
に
は
、
同
艦
長
の
弟

ホ
ル
ス
ト
・
シ
ュ
え
ー
ヴ
ィ
ン
ト

さ
ん
（
故
人
）
が
乗
艦
し
て
い

た
。
子
と
も
の
こ
ろ
日
本
で
暮
ら

し
、
潜
水
艦
乗
り
に
な
っ
た
。

東
京
・
大
森
の
ド
イ
ツ
学
校

（
現
・
東
京
横
浜
独
避
学
園
）
に

一
緒
に
通
っ
た
と
い
う
ア
ル
ミ
ー
ン

・
ロ
ー
テ
さ
ん
（
8
8
）
が
、
ス
イ
ス

国
境
に
近
い
ド
イ
ツ
南
部
の
町
ベ

ー
リ
ン
ゲ
ン
で
暮
ら
し
て
い
た
。

父
が
貿
易
商
で
、
1
歳
で
来
日
。

戦
時
中
ま
で
神
戸
や
東
京
に
住

ん
だ
。
U
5
1
1
が
日
本
側
に

譲
波
さ
れ
た
こ
ろ
の
4
3
年
秋
、

ホ
ル
ス
ト
さ
ん
ら
在
日
ド
イ
ツ
人

数
人
と
志
願
し
て
海
軍
に
入
っ

た。
配
属
さ
れ
た
U
工
7
2
4
に
は
U

5
1
1
の
元
乗
組
員
1
5
人
の
ほ

か
、
4
2
年
Ⅱ
月
に
横
浜
港
で
起
き

e
U
5
1
1
号
を
日
本
に
回
航
後
、
日
本
海
軍
の
幹
部

ら
と
璧
麓
影
す
る
シ
ュ
ネ
ー
ヴ
イ
ン
ト
艦
長
（
前
列

中
央
）
　
e
パ
ウ
ル
・
シ
ュ
ネ
ー
ヴ
イ
ン
ト
さ
ん
が
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
（
昭
南
）
か
ら
東
京
・
渋
谷
の
妻
子
に
あ

て
た
電
報
。
消
印
は
1
9
4
3
年
1
0
月
1
3
日
。
ロ
ー
マ

字
で
「
ホ
ル
ス
ト
　
フ
リ
ッ
ツ
　
パ
ウ
ル
　
ミ
ナ
ブ
ジ

ケ
ン
コ
ウ
ヲ
イ
ノ
ル
」
と
書
か
れ
て
い
る
＝
い
ず
れ

も
ア
ク
セ
ル
・
ド
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
さ
ん
提
供

た
ド
イ
ツ
補
給
艦
の
爆
発
事
故

の
あ
お
り
で
配
置
換
え
に
な
っ
た

仮
装
巡
洋
艦
の
乗
組
員
、
イ
タ
リ

ア
の
潜
水
艦
要
員
ら
が
同
乗
し

た。
同
艦
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
軍
需

物
資
を
積
ん
で
ド
イ
ツ
へ
向
か
う

予
定
だ
っ
た
が
、
連
合
軍
の
攻
撃

で
給
油
が
受
け
ら
れ
ず
引
き
返
し

た
。
そ
の
後
、
修
理
の
た
め
に
神

戸
に
向
か
っ
た
。
ロ
ー
テ
さ
ん
は

通
訳
者
と
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
方

面
に
と
と
ま
り
、
4
6
年
末
に
ド
イ

ツ
に
帰
国
し
た
。

「
ホ
ル
ス
ト
と
は
戦
後
、
家
族

ぐ
る
み
で
付
き
合
い
を
続
け
た
。

2
人
と
も
『
ニ
ッ
ポ
ン
・
ク
ル

ー
』
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
。
惜
し

い
こ
と
に
、
彼
は
2
年
ほ
ど
前
に

亡
く
な
っ
た
」

「
日
本
語
を
本
格
的
に
勉
強
し

た
か
っ
た
」
と
話
す
ロ
ー
テ
さ
ん

は
、
建
築
関
係
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
に

な
っ
た
。
韓
国
に
勤
務
し
て
い
た

7
1
年
ご
ろ
、
帰
国
前
に
2
週
間
ほ

ど
日
本
を
訪
問
し
た
こ
と
が
あ

る
。
漢
字
が
旧
字
か
ら
新
字
に
す

っ
か
り
変
わ
り
、
衝
馨
を
受
け
た

と
い
う
。

自
宅
に
は
、
石
灯
徳
を
配
し
た

き
れ
い
な
日
本
庭
園
が
あ
っ
た
。

池
に
は
ハ
ス
の
花
が
咲
い
て
い

る
。
「
自
分
で
設
計
し
た
」
と
自

慢
げ
に
話
し
た
。

「
日
本
は
き
れ
い
な
国
だ
っ
た
」
と
話

す
ア
ル
ミ
ン
・
口
上
ア
さ
ん
＝
ド
イ
ツ

・
ベ
ー
リ
ン
ゲ
ン
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